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5月24日(日)に、NPO法人ドリームフォーキッズジャパン主催

バーベキューにご招待いただきました！



　池袋からわずか30分というアクセスでありなが

ら、緑豊かな自然のなかで、のんびりゆったりと

バーベキューを楽しむことができました。

　会場予約から当日の準備までご尽力いただい

た、ドリームフォーキッズジャパンの皆様、本当

にありがとうございました！　　　　　　(栗林)

　中間支援として子ども支援活動に尽力されてい

る「NPO法人ドリームフォーキッズジャパン

（Dream for Kids Japan）」は、普段から

WAKUWAKUホームの運営費にもご支援をくださ

っている大切なパートナーです。

　今回「中間支援だけでなく、直接子どもたちと

交流する機会も創りたい！」という素敵な想いを

いただき、一緒に企画の打ち合わせを行いまし

た。

　「バーベキューの体験をプレゼントしたい」と

いう代表賣間様のご提案に対し、WAKUWAKUか

らは参加者の交通費負担の心配がない場所をご相

談。その結果、練馬区の赤塚公園でのバーベキュ

ーが実現しました！

バーベキューにご招待いただきました！

　私は昨年の夏、ウォータースライダーのボランテ

ィア活動に参加しました。イベントを運営するスタ

ッフの熱意や、全力で遊ぶ子どもたちの姿に魅了さ

れ、その後、学生アルバイトとしてプレーパークに

携わるようになりました。

　日々の活動では、子どもたちが好きなことに夢中

になり、遊びを通して世界を広げていく姿を間近で

見ることができます。その中でも、私が特にプレー

パークらしさを感じた出来事があります。

には私が出したヒントを手がかりに、「わかったか

も！」と夢中になって考える姿がとても印象に残っ

ています。

学校でも家庭でもない、この場所で

～池袋本町プレーパークより～

　ある日、小中学生の3人が黒板を使って漢字や算

数の問題を出し合っていました。「俺、漢字苦手な

んだよね」「それ、まだ習ってないからわからない

かも」と笑い合いながら、お互いに教え合い、とき

　「学校と違って、ゆるい雰囲気で自由に勉強でき

るから楽しい」という一言を聞いたとき、私はこの

光景こそプレーパークらしさなのだと感じました。

学校でも家庭でもないからこそ、安心して遊び、挑

戦し、自分らしく過ごせる。そんな子どもたちの日

常が、”ここ”にはあります。

　これからも、子どもたちが創り出す活気あふれる

日常を温かく見守っていきたいです。

(アルバイトスタッフ長尾)

◆参加した中学生の感想◆

　たくさんのおいしいお肉を食べることができ

て、幸せでした。みんなと一緒に過ごした時間

も楽しかったです。

　ただ、コーラを飲みすぎてしまい、思っていた

ほどお肉を食べられなかったのが少し心残りで

す。次に参加する機会があれば、今度はもっと計

画的に、お肉をたくさん楽しみたいと思います。

　本当にありがとうございました！



　「花火をやりたいね」。
　子どもたちとの何気ない会話から始まった、今
回のミニ花火大会。当日は少し早めに夕食を終
え、みんなで近所の公園に向かいました。
　公園に着くなり、子どもたちは大はしゃぎ。
「早くやろう！」と待ちきれない様子でした。準
備ができて、いよいよ花火に火をつけると、あち

らこちらで「きれい！」「見て！」という声が飛
び交います。花火の明かりに照らされた子どもた
ちの顔には、自然と笑顔があふれていました。
　花火が終わった後、1人の高校生が「見て見
て！」と、自分で撮ったたくさんの写真を見せて
くれました。その姿が、この瞬間の楽しさを何よ
り物語っていました。　　　　　　　　　(本間)　　　　　

WAKUWAKUホーム、ミニ花火大会開催！

子どもたちと地域の方との交流
－WAKUWAKU×ルーツ(クロスルーツ)　誰でも椅子ヨガ－

　5月末の日曜日、区民ひろば池袋にて誰でもでき
る「椅子ヨガ」を行いました。 講師の渋谷さん
は、学生の時に WAKUWAKU 勉強会でボランティ
アを始め、その後、大学院生の時に仲間と一緒に
クロスルーツを立ち上げてからずっと関わり続け
てくれています。ありがたい。
　この日、WAKUWAKU からはネパールルーツの
中学生6名、ネパール人ママ、かつてWAKUWAKU
で日本語を勉強していた若者1名が通訳として参
加。そして、いつも元気にラジオ体操をしている
地域のシニア世代8名の方々と一緒にヨガを楽しみ
ました。
　外国ルーツの子どもたちと、普段は接点がない
地域の方がリラックスしながら同じ時間と空間を
共有し、自然に交流が生まれました。特に「風船
運びリレー」では、多世代混合の2チームに分かれ
て大盛り上がり！「同じくらいの身長の人がペア
になった方がいいね」などと作戦を練りながら、
国籍も世代も超えて楽しい時間を過ごしました。

　2020年にスタートしたクロスルーツ活動では、
当初から長期的な目標として「共生社会」の実現
をめざしてきました。外国から来た人、高齢者、
学生、シングルママ…いろいろな背景を持つ人が
同じ地域に暮らしながら、交点がない故にイメー
ジで遠ざける、関心が湧かないというのはどこに
でもあることだと思います。私は WAKUWAKU の
活動を通じて出会った子どもたちに、同じ地域に
暮らす仲間という感覚を持つようになりました。
地域に仲間が増えた方が楽しいし、生きやすい。
そしてついおせっかいを焼きたくなる。「（多文
化）共生」は、知り合えて楽しいと感じるところ
から始まるのかなと思ったりします。
　この日少しだけ「シニア世代」「外国の子」
「若い人」というくくりをはずし、「ヨガを一緒
にやった『あの』人」 「風船リレーでペアになっ
た『あの』子」 「『あの』子たちが、今度区民ひ
ろばでダンスを披露するのね！」 という顔が見え
る存在になったかなと思います。おせっかいな地
域になるための一歩です。　　　　　　　(石平)



ご支援よろしくお願いします

いつもＷＡＫＵＷＡＫＵをご支援いただきありがとうございます。

ＷＡＫＵＷＡＫＵへのご寄付は、「今回のみのご寄付」から「毎年会費を寄付（賛助

会員）」、「毎月決まった金額を継続寄付」までご選択いただくことが可能です。

いずれも、ＷＡＫＵＷＡＫＵのホームページの寄付画面または、右記ＱＲコードより

お申込みください。

クレジットカードか銀行振込をお選びいただけます。銀行振込の場合は、必要事項を

ご記入のあと、銀行振込をお選びいただくと、次画面に振込先の口座情報が表示さ

れ、メールでも届きます。

今後とも変わらぬご支援を賜りますようお願い申し上げます。

※下記口座に直接お振込みの場合は、必ずメールにて「お名前」「住所」「電話番号」「入金予定日」をお伝えくだ

さい。ご連絡がなくお振込みいただきました場合は、寄付金控除の受領書が送付できないため、よろしくお願いいた

します。

お問合せメールアドレス ： support@toshimawakuwaku.com

「ゆうちょ銀行からお振込の場合」

【口座番号】 ００１７０-５-７２８８０８　【加入者名】 豊島子どもＷＡＫＵＷＡＫＵネットワーク

「ゆうちょ銀行以外からお振込の場合」

【店名】 ○一八（読み　ゼロイチハチ）【店番】 ０１８　【預金種目】 普通預金　【口座番号】 ５６３９６２９

https://toshimawakuwaku.my.salesforce-sites.com/

毎月1回WAKUWAKUの活動を紹介するメルマガを発行しております。ぜひご登録ください！！

ホームスタート・わくわく活動報告会を開催しました！

　6月20日、ホームスタート・わくわく活動報告

会を開催しました。ホームスタートは、乳幼児や

妊婦のいる家庭をボランティア(ビジター)が無料

で訪問し、一緒に家事や育児を行う活動です。

　オーガナイザーの荒砥から、2016年から累計

で、延べ233家庭に1608回訪問したこと、2025

年度は新たに29家庭を訪問し、48人の子どもと関

わったことが報告されました。また、利用者の主

なニーズは家事支援や精神的なサポートで、約8割

の利用者が「満たされた」と回答していることも

紹介されました。

　

　続いて、NPO法人「孫育て・ニッポン」理事長

の棒田明子さんより、計画無痛分娩の増加、出生

体重の減少、入院日数の短期化、母体の回復不

足、パパの育休取得率増加など、現在の出産状況

についてお話しいただきました。厳しい子育て環

境の中、祖父母やご近所のおせっかいな大人が子

育てママパパをサポートするには「やってほしい

こと」「やってほしくないこと」「やりたいこ

と」「やりたくないこと」を、お互いにしっかり

伝え合うことが大切だとお話しくださいました。

　利用者とビジターによるトークでは、ビジター

から「お子さんと遊べて楽しかった」という話が

あり、利用者からは「お別れの時に子どもが泣い

てしまった」と当時を振り返る場面もありまし

た。ビジターの自己紹介もあり、盛りだくさんの2

時間となりました。

　私たちはこの活動を支えてくださるビジターを

募集しています。8月30日からビジター養成講座

が始まります。詳しくは右下のQRコードからご覧

ください。  　　　　　　　　　　　　　　(荒砥)
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